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３． 選定理由 
・ グローバル資本主義を考える 
・ リーマンショックや EU 危機の原因を考える 
・ 構造改革が失敗した原因について考える 
・ 経済学とはどんなものか 
・ 経済学のもたらした影響を学ぶ 
・ 経済学と経済の関係性を考える 
・ 雇用不安を考える 
・ 今後の社会を考える 
・ 資本主義経済、市場主義経済を見直す 


